
 

 

会場の皆さん、こんにちは。今日この会場に来て、赤い服を着た山の中で活動

をしているおばさんの団体の活動が参考になるか、少し心配になりましたが、今

日の活動を発表する籔下と宇井です。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

                                                                      

足助レディースパトロールセキュリティ隊は、平成 16 年４月 16 日に発足して活動している女性だけの自主防

犯グループです。発足当初は隊員が 12 名だったのですが、忙しいときにお願いした方が、楽しかったということ

で隊員になってくださいました。今メンバーは 16 名います。 

 

 

 

 

 

 

 

足助レディースパトロールセキュリティ隊、頭文字を取って ALPS 隊といいます。いつも長いので間違えないか

なと心配しているのですけれども、今日紹介して下さった方も間違えずに紹介して下さってありがとうございました。 

足助地区には、名古屋の中心から約１時間 30 分、長野県と岐阜県の県境の近く、東海随一の紅葉の名所香

嵐渓があります。会場の皆さんは香嵐渓に見えたことはありますか。来月 11 月はモミジがすごくきれいになります

ので、一度遊びに来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

足助レディースパトロールセキュリティ隊（愛知県） 

活動地域 



      

 

                                                                      

地域は高齢化、過疎化が進み、一人暮らしの高齢者が多い地域です。平成 15 年ごろから、凶悪、悪質な犯

罪の増加と、誰が被害者になってもおかしくない状況にな

ってきました。お年寄りや子供が安心して住めるまち、自

分たちのまちは自分たちで守ろうと活動を始めました。 

足助は自然の豊かな安心して住めるまちだと思ってい

たのですが、テレビや新聞で目にし、耳にする事件や事故

が身近になってきました。私たち女性にできること、女性な

らではの視点で、地域に根付いた分かりやすい啓発活動を楽しく実施しています。大切な自分たちの地域を守

りたいという思いから、「地域の実情に合った効果的な啓発」、「タイムリーな情報を正しく、分かりやすく」を心が

けて、地域の人に発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

また、発足したときに、主な活動内容を３つ決めました。１つ、高齢者を犯罪から守る活動、２つ、子供を犯罪

から守る活動、３つ、警察と地域の情報のパイプ役としての活動です。主な活動内容は、地域の主要施設での特

殊詐欺防止の啓発、高齢者宅への戸別訪問、手作り紙芝居を用いた出前防犯教室、地元高校生ボランティアと

一緒になった防犯啓発活動、子供の見守り、県民運動への参加です。 

 

 

団体概要 

活動内容 



      

特殊詐欺被害防止の啓発は、年金支給日には地元の

金融機関で一人一人にチラシ、啓発グッズを配りながら、

振り込め詐欺に遭わないように声掛けをしています。今日

名古屋から新幹線に乗って新横浜へ、そして地下鉄に乗

ってここまで来ましたが、地下鉄の中で「お金が必要、キャ

ッシュカード、ATM、これは詐欺」というのを見ました。いい

ですね。まねしてみたいなと思います。 

地元の病院やスーパーなども回ります。先週の 15 日も年金支給日だったので、足助の病院で啓発活動をしま

した。病院が一番地域のお年寄りが集まるところです。最初は赤い服を着た不審なおばさんとして、啓発グッズも

受け取ってもらえませんでした。このごろでは「ご苦労さま」と声をかけてもらったり、「こんな電話があったよ」「こん

な葉書がきたよ」と情報が入ってきます。この活動は、人と人との触れ合いのある活動です。 

こちらは、高齢者宅への戸別訪問です。お年寄りだけで暮らしているお宅を何軒か訪ねて、振り込め詐欺、空

き巣の被害に遭わないように、手作りチラシを配ったり、声をかけて回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

そして ALPS 隊の活動には、この手作りのチラシが必要

です。目で見て分かりやすく詐欺の手口を伝えることがで

きます。上の２枚のチラシは、電話の声にだまされない、詐

欺の新たなる手口、振り込め詐欺への注意を呼びかける

ために作りました。下の２枚は、空き巣に注意、車上狙い

に注意、ちょっとそこまでと思っても鍵を、地域で子供を守

りましょうなど、自分たちが目を通したくなるように心がけて

作っています。 

 

 

 

 



      

老人会などでは、手遊びをしてリラックスしてから、被害

の実例や犯行の手口を手作りの紙芝居で紹介する出前防

犯教室にも出かけます。少しでも防犯意識を持ってもらう

ために、地域の集会所などにも出かけます。参加者の方

に必ず聞くことがあります。「今日、鍵をかけてきましたか」

初めて言ったときには、みんな鍵をかけてきませんでした。

同じ地域に２回、３回とおじゃまするうちに、「また今日もヤブシタさんが聞くから、今日はかけてきたよ」と鍵かけ

の習慣が根付いてきました。 

私はこの会場の近くのような岐阜の繁華街から足助へお嫁に行ったのですが、子供の頃から鍵をかけるのは

習慣でした。ところが足助地区は違っていました。鍵をかけると怒られます。おおじいちゃん、おおばあちゃんが

一緒に住んでいて、私は夕飯を食べて食事が終わりお風呂へ入ると、離れの鍵をかけました。あるとき用事があ

って、おおばあちゃんが離れのドアをガチャガチャとやったときに、鍵がかかっていました。外から聞こえてきた声

は「よりちゃん、今日機嫌が悪いのかね。なんか気に入らないのかな。鍵がかかってる」と言われてしまいました。

この地域はこんな地域だなと、そのときは思っていました。 

でも ALPS 隊の隊長になって、鍵をかけないで空き巣に入られたと言われたらすごく恥ずかしいなと思って、家

族に鍵かけを呼びかけましたが、真ん中のおじいちゃんも「今日鍵かけたぞ」と言ったのですが、かかっていたの

は玄関だけです。 居間も仏間も裏も全部網戸でした。全員が家の鍵をかけるようになるまでには何年もかかりま

したが、今ではちゃんと家族みんなが鍵をかけて出かけてくれます。 

ALPS 隊の活動には、もう一つ、手作りの紙芝居が必要

です。詐欺の手口を分かりやすく伝えることができます。特

殊詐欺の手口は次から次へと変わります。生活安全課の

方から話を聞いて、でき上がった紙芝居を見てもらいま

す。この紙芝居は、電子マネー、ギフトカードの手口です。

「緊急メールとよた」で詐欺情報が入ってきて、慌てて作っ

た紙芝居です。オレオレ詐欺手渡しの手口、還付金詐欺

の紙芝居です。今年の６月には振り込め詐欺の犯人から

電話やメール、葉書が確認されて、愛知県では特殊詐欺

多発警報が発令されました。 

そして、一番右にあるのは、ALPS 隊で作った「振り込め

詐欺に注意」を呼びかける「あいうえおカルタ」です。「あ、

…怪しい電話。い、…いつもと違う。う…、嘘の番号。え

…、ATM へ。お…、おびき出す」です。これは紙芝居とチラシの両方を作ってあります。 



      

特殊詐欺の一番新しい紙芝居です。１枚目が、元号が

変わる前と変わってからの詐欺の手口。２枚目は、役所を

語り還付金詐欺。３枚目は、カード、通帳をだまし取る手

口。４枚目は一番大事で、被害に遭わないためにです。 

地元の郵便局の方も困っていた、送りつけ商法です。悪

質業者にだまされないように、「うそつき」で、「う…、うまい

話は信用しない。そ…、相談する。つ…、つられて契約し

ない。き…、きっぱり、はっきり断る」です。出前講座では、

足助署の方と一緒におじゃまして、ALPS 隊は紙芝居、コ

ントなど楽しく防犯を啓発、署の方は分かりやすくしっかり

と、チームワークは抜群です。今日も会場に一緒に来てい

ます。戸籍上は男性ですが、私たち ALPS 隊のメンバーに

なっています。よろしくお願いします。 

ALPS 一座を立ち上げたこともあります。劇では人数がたくさんいるので、ミニコントを始めました。台本は警察

の方と相談して、自分たちで作っています。そして団員のメンバーの保育士さんが作った振り込め詐欺撲滅ソン

グです。「もしもしカメよ」の替え歌「振り込め詐欺には負け

ませんよ」です。 

（動画） 

本当は４番まであるのですけれども、歌うメンバーを連れ

てくると４番まで歌いそうなので今日は動画で失礼いたしま

す。 

今日は振り込め詐欺の歌詞カードとカルタをコピーしてきました。先着 50 名様分ありますので、よかったら取り

にきてください。 

そして、私たちと一緒に活動している地元高校生のボランティア団体、平成 22 年 7 月 1 日に発足した足助高

校の「足助人（あすけっと）」。足助を助ける人、足助人、足助に関わる人、団体名の由来です。２年前から足助

人のメンバーと一緒にクリスマスリースを作って、防犯キャンペーンを行っています。お年寄りだけで住んでいると

ころへおじゃまして、リースを配って防犯啓発をしています。さっそく玄関へ飾っていただきました。今年もクリスマ

スリースを作って活動します。振り込め詐欺の被害に遭わないように、この子たちがこれからも防犯に関心を持っ

てくれるといいなと思っています。 

 



      

 

 

 

 

 

 

 

また、子供の見守り活動も行っています。下校の時間には、手作りの、子供に優しい防犯教室の紙芝居、会話

をしながら一緒に通学路の危険箇所をチェック。足助署管内には 16 校の小学校があります。中学校は４校、高

校は１校あります。今では小学校区の子供見守隊ができて、登下校の時に一緒に歩いてくれます。こども園や学

童保育での出前講座も分かりやすく紙芝居、楽しく手遊び、そして本の読み聞かせ。署の方は連れ去り防止訓

練も交えて、子供たちと触れあうことができる活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

高校生になって足助人になり一緒に活動する子供さん

も何人かいます。夏の安全なまちづくり県民運動キャンペ

ーンです。一日警察署長さんは、足助高校の生徒さんで

した。ALPS 隊だけの活動ではなく、行政、警察、そして各

ボランティアの方と一緒に活動します。これは高校生がデ

ザインしたものです。前回のものもあります。 

活動の成果です。手作りの防犯チラシを配布して、防犯

意識の向上、赤い服を着たおばさんの活動から、ALPS 隊

の活動へ、手作り紙芝居や替え歌で参加者の心に残る防

犯教室。平成 29 年、30 年、管内から特殊詐欺の被害者

は１件もなかったのですが、実は 31 年に３件発生しまし

た。地元でいつも呼んでいただいていたのが、呼ばれなく

なった地域の方が被害に遭ってしまいました。 



      

 

                                                                      

課題はいろいろあります。中山間地域に点在する家々

には情報を伝達する手段が少なく、防犯意識も低い地域

の人たちに情報を発信していけるのか、また後継者、後継

グループの育成です。今一緒に活動している足助人の子

たちが、社会人になっても防犯に関心を持って活動を続

けてくれることを願っています。 

 

                                                                      

活動を通して気付いたことは、地域の監視の目と地域の絆が今でもうまく機能していることです。地域の実情

に合った啓発を心がけながら、お年寄りの笑顔にたくさん出会い、子供たちと触れ合いながら、「犯罪に遭わな

い、犯罪を起こさせない、犯罪を見逃さない」地域にしたいと思います。これは愛知県のフォーラムなどに行くと、

いつも団体のみんなで復唱しています。自分たちのまちは自分たちで守るという地域住民の防犯意識の向上と、

犯罪の発生しにくい環境づくりのためには、人と人とのつながりが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

よい感じの、よい意味の田舎、挨拶、声掛け、心がけ、地域ボランティアなので楽しくなどと言ってはいけない

のかもしれませんが、楽しく活動していきたいと思います。15 年前と一緒で、赤い服を着たわがままなおばさんの

団体です。これからも何かあったらではなく、何もないようにと願いながら、安全で安心なまちになるように活動を

続けていきたいと思います。御清聴ありがとうございました。 

課題 

課題の解決に向けた取組方策 


